
                           

 お 知 ら せ  
記者発表資料 平成２３年１１月８日  

                   配 布 日 時        １４：００ 

■ 同時発表先：合同庁舎記者クラブ、岡山県政記者会、広島県政記者クラブ、山口県政記者会、 
山口県政記者クラブ、山口県政滝町記者クラブ、中国地方建設記者クラブ 

「瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会」設立 20周年記念行事の開催について 

～瀬戸内・海の路の利用振興・防災ネットワーク機能の強化に向けて～ 

瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会（会長：入山欣郎大竹市長）は、瀬戸内海沿岸市町村相互の連携

により、瀬戸内海の多様な資源を活かした人の流れを創り出し、アメニティー豊かな地域として沿岸地域全

体の発展を図ることを目的として平成3年に設立されました。現在は、瀬戸内海沿岸に位置する11府県、107

市町村、国土交通省の9つの地方支分部局の会員が連携し、各種活動を行っています。（別紙１参照） 

 このたび、同協議会の設立 20 周年を迎えるにあたり、広島県大竹市において、下記のとおり「設立 20 周

年記念行事」を開催することとなりましたので、お知らせいたします。 

 本行事においては、湯﨑英彦広島県知事他にご講演を頂くとともに、同会員である瀬戸内海沿岸市町村長

の参画による第5回首長サミットの開催を予定しております。 

 なお、会員各位のご参画の他、一般の方々の聴講も可能です。（参加費無料） 

 

 ○ 日 時   平成２３年１１月１８日（金）  １４：００ ～ １７：００ 

 ○ 場 所   大竹会館アゼリアホール  （大竹市本町 1 丁目 9－3  TEL 0827-53-2226） 

 ○ 行 事      

   【開会】  14：00～14：10 

開会挨拶  瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会 会 長 入山 欣郎（大竹市長） 

来賓挨拶  国土交通省 大臣官房 技術参事官        福田 功 

      【第１部】  14：10～15：20  

      20 周年記念講演   「海の路ネットワークを活用した災害対応力の強化に向けて」 

神戸大学名誉教授  井上
いのうえ

 欣三
きんぞう

 氏 

      特別講演        「瀬戸内 海の道構想について」 

                       広島県知事      湯
ゆ

﨑
ざ き

 英彦
ひでひこ

 氏 

     【第２部】  15：30～17：00  

      第 5 回首長サミット  「瀬戸内・海の路の利用振興・防災ネットワーク機能の強化に向けて」 

参加予定首長 （別紙２参照） 

※ 当日、会場には報道者席を用意しておりますので、受付にお申し出下さい。なお、会場は駐車場が少ないこ

とから、公共交通機関をご利用ください。 

 

＜問い合わせ先＞  

 瀬戸内・海の路ﾈｯﾄﾜｰｸ推進協議会事務局（国土交通省中国地方整備局港湾空港部内） 

 【担 当】 国土交通省 中国地方整備局 港湾空港部  

     事務局長          工 藤
く ど う

  健 一
けんいち

 （沿岸域管理官） 

       海洋環境・技術課長   濱
はま

 田
だ

  泰
やす

 広
ひろ

          TEL（直通）：082-511-3905（平日・昼間）

【広報担当窓口】                          

          広報広聴対策官      安 田
や す だ

 博 信
ひ ろ の ぶ

 （内線2117） 

企画部 環境調整官   秋 山
あ き や ま

 良 壮
り ょ う そ う

 （内線3114）  TEL（代表）： 082-221-9231 



                           
（別紙１） 

◎ 瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会 

 

〔協議会の概要〕 

設立：平成３年５月 

 

 協議会活動指針（平成18年6月決議） 

  ●高速海上交通時代に対応した今日的意義のある「海の路の構築」並びに地震・津波に

対応した防災ネットワークの整備 

●失われた干潟、藻場の再生や災害、荒廃によるはげ山の修復等の瀬戸内海の環境創造 

●瀬戸内海の景観、歴史、文化、食、街並み等インバウンド観光時代における瀬戸内の

魅力発信 

 

現会員数：１０７ 市町村（市町村長） 

１１ 府県（港湾担当部局の長） 

９ 国土交通省関係地方支分部局 

合計 １２７ 団体（平成２４ 年１１月１日現在）（詳細は別添のとおり） 

 

  ※ 平成 3年 5月に 6県、116 市町村と旧運輸省の7つの地方支分部局により設立され、

平成4年には、1府4県及び65市町村の加入により、瀬戸内海全域のネットワークに拡

大しました。その後、市町村合併や省庁再編を経て、現在に至っています。 

（事務局は中国地方整備局港湾空港部） 

 

 主な活動成果 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「リフレッシュ瀬戸内」として、海浜清掃

活動を実施。平成5年より、延べ約168万人

が参加、約1万7千トンのゴミを回収。 

○「みなとナビせとうち」にて、瀬戸内海航路 

の運航状況をインターネットでリアルタイムに 

情報発信。 

○香川県小豆島町にて、『「瀬戸内海の復権」 

意見交換会』を実施。(平成22年 10月 7日) 
○愛媛県新居浜市にて、「中四国・瀬戸内クルー

ジングサミット」を実施。(平成23年 7月3日) 



（市町村会員）１０７市町村の首長
（県会員）広島県、岡山県、山口県等１１府県の港湾担当部局の長
（国会員）近畿・中国・四国・九州運輸局の局長及び神戸運輸管理部長
　　　　　　近畿・中国・九州地方整備局の副局長、四国地方整備局の次長

平成23年11月1日現在

山口県 広島県 岡山県 兵庫県

下関市長 広島市長 岡山市長 神戸市長

宇部市長 呉市長 倉敷市長 姫路市長

山口市長 竹原市長 玉野市長 尼崎市長

防府市長 三原市長 笠岡市長 明石市長

岩国市長 尾道市長 備前市長 西宮市長

光市長 福山市長 瀬戸内市長 洲本市長

柳井市長 大竹市長 浅口市長 芦屋市長

周南市長 東広島市長 相生市長

山陽小野田市長 廿日市市長 加古川市長

周防大島町長 江田島市長 赤穂市長 大阪府

上関町長 海田町長 高砂市長 大阪市長

平生町長 坂町長 南あわじ市長 堺市長

大崎上島町長 淡路市長 岸和田市長

たつの市長 泉大津市長

福岡県 播磨町長 貝塚市長

北九州市長 泉佐野市長

苅田町長 高石市長

泉南市長

大分県 阪南市長

大分市長 忠岡町長

別府市長 田尻町長

佐伯市長 岬町長

中津市長

臼杵市長 和歌山県

津久見市長 和歌山市長

国東市長 海南市長

姫島村長 有田市長

湯浅町長

広川町長

日高町長

由良町長

愛媛県 香川県 徳島県

松山市長 高松市長 徳島市長

今治市長 丸亀市長 鳴門市長

宇和島市長 坂出市長 小松島市長

八幡浜市長 観音寺市長 阿南市長

新居浜市長 さぬき市長 松茂町長

西条市長 東かがわ市長

大洲市長 三豊市長

伊予市長 土庄町長

四国中央市長 小豆島町長

西予市長 直島町長

上島町長 宇多津町長

松前町長 多度津町長

伊方町長

愛南町長

瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会　会員構成

１０７の市町村会員



                           
（別紙２） 

 

◎ 第 5回首長サミットに出席される首長（予定） 

 

兵庫県  南あわじ市長    中田
な か た

 勝
かつ

久
ひさ

 

和歌山県  湯浅町長      上山
うえやま

 章
あき

善
よし

 

岡山県    玉野市長      黒田
く ろ だ

 晋
すすむ

 

広島県    竹原市長      小坂
こ さ か

 政司
ま さ し

 

大竹市長      入山
いりやま

 欣郎
よしろう

 

廿日市市長     眞
しん

野
の

 勝弘
かつひろ

 

江田島市長     田中
た な か

 達
たつ

美
み

 

坂町長      吉田
よ し だ

 隆行
たかゆき

 

山口県    宇部市長      久保田
く ぼ た

 后子
き み こ

 

      防府市長      松浦
まつうら

 正人
ま さ と

 

      光市長       市川
いちかわ

 熙
ひろし

 

       柳井市長      井原
い は ら

 健太郎
けんたろう

 

徳島県  小松島市長     稲田
い な だ

 米
よね

昭
あき

 

愛媛県  上島町長      上村
うえむら

 俊之
としゆき

  


